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―
ハインリヒ・ベルの場合
―
平
　
山
　
令
　
二
　
ハ
イ
ン
リ
ヒ・
ベ
ル（
一
九
一
七
～
八
五
）
は
戦
後
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
作
家
で
あ
る。
七
二
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し、
ドイツおよび世界ペン・クラブの会長も務め、ソルジェニツィンがソ連を追放されたときには身元の引き受け人をするなど、国際的にも活躍している。このように外見的にはベルは華やかな経歴を持つ作家に見えるが、その晩年は暗雲に包まれたものだった。それは、ベルがギュンター・グラスなどと並んで終始一貫して社会批判的な姿勢を貫いた作家であったことに関わ ている。　
ケルンの敬虔なカトリックの家庭に生まれ、ヒトラーに批判的であったものの一兵卒として徴兵され、ルーマニア
など各地で戦争の惨禍を体験する。戦後、ベルは戦場における兵士としての体験を核に﹁廃墟の文学﹂の代表者として登場し、西ドイツ社会の復興・繁栄 いわば批判的記録者として伴走した。西ドイ の経済的繁栄という光の部分
三〇
の
輝
き
が
増
す
ほ
ど
に
深
ま
る
影
の
部
分、
克
服
さ
れ
ざ
る
ナ
チ
ズ
ム
の
過
去、
貧
富
の
格
差
の
拡
大、
社
会
に
お
け
る
少
数
派
の
存
在、といった暗部にベルの筆は晩年になるほどますます向けられるようになった。　
ベ
ル
の
発
言
は
歯
に
衣
着
せ
ぬ
も
の
で
あ
り、
保
守
派
か
ら
は
風
車
に
突
進
す
る﹁
ド
ン・
キ
ホ
ー
テ
﹂
と
見
な
さ
れ
た。
し
か
し、
社会批判の姿勢を強めるベルに対して、孫のような若者の世代は強い共感を示した。ベルの社会参加の姿勢がもっとも鮮明に現れたのは、一九八一年秋のボン大学ホーフガルテンにおける三〇万人反核集会の際であった。社会民主党のブラント党首、緑 党のペトラ・ケリーなどと並び登壇したベルは、若者たちの拍手喝采をあびた。
一
　
ベ
ル
が
死
の
直
前
に
完
成
し
た
の
が、
﹃
河
辺
に
佇
む
女
た
ち
﹄
で
あ
る。
こ
の
作
品
は﹁
小
説
﹂
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
が、
戯曲のようにト書きと会話・モノローグからなる登場人物の台詞が並んでいるだけである。舞台となる は、ライン河畔にある
西ドイツ 首都ボンの政界であり、登場人物のほとんどが政治家たちと、彼らに関わる女性たちだ。
　
こ
の
小
説
に
登
場
す
る
政
治
家
は
次
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る。
大
立
者
で
あ
る
フ
ン
ト（
七
〇
歳
）。
ヴ
ァ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
自信家である。大臣プルカンスキー。彼は大戦中にポーランドで行った犯罪行為が暴露され失脚し、急死する。プルカ
ン
ス
キ
ー
の
有
能
な
秘
書
グ
ロ
プ
シ
ュ（
四
四
歳
）。
彼
は
生
粋
の
労
働
者
階
級
の
出
身
で
あ
り、
プ
ル
カ
ン
ス
キ
ー
の
演
説
の
隅
々
ま
で
書
い
て
や
る。
ヴ
ブ
ラ
ー（
六
二
歳
）。
フ
ン
ト
の
片
腕
で
あ
り、
生
ま
れ
な
が
ら
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る。
こ
の
他
に
も、
元
ナ
チでありプルカンスキーの後継者であるブラウクレーマーなど様々な政治家が登場する。
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これらの政治家たちは、ヴブラーが自ら言うように﹁汚い仕事﹂である政治にどっぷりと漬かっている。彼らが実
際行っていることは、ナチス時代の自分の前歴を隠蔽したり、警察の捜査対象である書類を海に沈めたり、邪魔になる愛人を謀殺したり、収賄したり、と己の欲望のままに生きている。だが、実力者のフントでさえ、政略の犠牲者が相
次
い
だ
と
き
に
は、
﹁
そ
う、
わ
た
し
は
二
つ
の
も
の、
金
と
権
力
は
望
ん
で
い
た
が、
血
を
望
ん
だ
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た。
血
は戦争で十分に見てきたからだ﹂と言って涙を流す一面も持っている。　
政治家たちは、実のと ろあやつり人形でもあると言える。彼らの背後 はまるで違った人種が控えている。それ
は
銀
行
家
た
ち
で
あ
る。
グ
ロ
プ
シ
ュ
は、
銀
行
家
た
ち
に
囲
ま
れ
て
ピ
ア
ノ
演
奏
を
聴
い
て
い
る
際、
突
然
寒
気
に
襲
わ
れ
る。
﹁
と
ても敏感で、とても繊細で、控え目で、趣味が良く、教養があり、本当に高貴な﹂銀行家たち 方が、自分たち政治家たちよ
りも恐ろしい生き物じゃないか、と予感したからだった。
　
そ
の
銀
行
家
た
ち
の
と
こ
ろ
で
奇
怪
な
事
件
が
続
発
す
る。
銀
行
家
た
ち
の
所
有
し
て
い
る
高
価
な
ピ
ア
ノ
が、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト、
ベートーベンなどが弾いた される由緒あるものば 次々に破壊される である。　
犯人として、自宅のピアノを人前で斧を使って壊したことのあるカールが疑われる。カールはフォン・クライル伯
爵の息子だが、リオ・デ・ジャネイロの大使館に勤務し とき、キューバに亡命しようとしていた女性革命家に公金から旅費を出してやり、免職になった前歴がある。さらにピアノ破壊事件により、上流社交界から締め出されてし
ま
う。
ベ
ン
ツ
の
車
の
マ
ー
ク
を
盗
み
取
り
ロ
シ
ア
人
に
売
り
渡
す
こ
と
で
生
計
を
立
て
て
い
る
カ
ー
ル
は
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
あ
り、ベルが以前に書いた﹃ある道化師の意見﹄の主人公ハンス つながる社会体制を諷刺するトリック・スターの役割を果た ている。
三二
二
　
次に女性の登場人物たちを見てみよう。
　
ヴ
ブ
ラ
ー
の
妻
エ
ー
リ
カ（
六
二
歳
）。
靴
屋
の
売
り
子
を
し
て
い
た
戦
時
中
に
脱
走
兵
の
ヴ
ブ
ラ
ー
を
か
く
ま
っ
た。
セ
ン
ス
の
良
い美人で、人々に好かれている。　
エ
ー
フ
ァ・
プ
リ
ン
ト（
三
六
歳
）。
カ
ー
ル
の
妻
だ
が、
カ
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
破
壊
事
件
以
来、
別
居
し
て
い
る。
た
だ
正
式
な
離
婚
はしていない。今はグロプシュと同棲している。ドイツ男とはまったく性格の異なるキューバの男に恋をして、彼といっしょにキューバへ行こうと思ったこともある。そのうえ、ヴブラーに愛されてもい 。　
カ
タ
リ
ー
ナ・
リ
ヒ
タ
ー（
三
〇
歳
）。
ヴ
ブ
ラ
ー
家
で
メ
イ
ド
と
し
て
働
い
て
い
る。
カ
ー
ル
と
同
棲
し、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
い
う
子
を
産
む。
銀
行
で
働
い
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が、
解
雇
さ
れ
た。
﹁
第
三
世
界
に
お
け
る
最
大
収
益
化
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
で
学
位
論
文
に
取り組んでいる。　
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト・
ブ
ラ
ウ
ク
レ
ー
マ
ー（
五
五
歳
）。
ブ
ラ
ウ
ク
レ
ー
マ
ー
夫
人
で、
貴
族
の
出
で
あ
る。
夫
と
の
愛
の
な
い
家
庭
生
活、
汚
れ
た
政
界
の
実
態
に
耐
え
ら
れ
ず
離
婚
さ
れ、
﹁
精
神
に
変
調
を
き
た
し
た
﹂
と
し
て、
高
級
な
精
神
病
院
に
隔
離
さ
れ
る。
戦
後、占領軍のロシア兵に強姦されたことがあると身内の者に証言されたが、実は彼女はそのロシア兵と相思相愛の仲だった。周囲の人々よりもずっと﹁正気な﹂彼女は、首を吊って自殺する。　
この作品に登場する主要な女性たちは、年齢や経歴の差にもかかわらず、男たちに寄りかからずに一個の独立した
人格になっている、という共通点を持 ている。彼女たち 困難に直面し 男たちに支えの手を差し べる慈母的
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な面を備えているが、同時にまた男たちの行いを批判的に見つめている。だからこそ、例えば、自らの進むべき道に思
い
悩
ん
だ
ク
ラ
イ
ル
伯
爵
が
エ
ー
リ
カ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頼
む、
と
い
う
こ
と
も
起
き
る。
良
心
的
な
銀
行
家
で
あ
る
ク
レ
ン
ゲ
ル
は、
﹁
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
生
き
る
よ
り
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
死
ん
だ
方
が
ま
し
﹂
と
言
う
娘
の
ヒ
ル
デ
に
つ
い
て
行
こ
う
と
さ
え
思
う。
こ
のように女性たちは、遅疑逡巡する男たちを尻目に、自らの信じる道を進んで行こうとする。　
では、なぜここに出てくる女たちは、男たちよりも物事の判断において的確であり、行動においてきっぱりした選
択
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か。
そ
れ
は
こ
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
も
う
ひ
と
つ
の
名
詞、
す
な
わ
ち﹁
河
﹂
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る。
登
場
す
る
女
性
た
ち
の
多
く
は﹁
河
﹂、
す
な
わ
ち
ラ
イ
ン
河
に
特
別
な
愛
着
を
抱
い
て
い
る。
エ
ー
リ
カ
は
自
宅
の
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
ラ
イ
ン
河
を
眺
め
る
の
が
好
き
で、
双
眼
鏡
で
行
き
来
す
る
船
を
観
察
す
る。
﹁
ラ
イ
ン
河
は、
わ
た
し
が
故
郷
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
ただひとつの存在です﹂と告白する。　
エ
ー
フ
ァ
も、
﹁
彼、
ラ
イ
ン
河
は
魅
力
的
だ
わ
﹂
と
独
白
す
る。
ラ
イ
ン
河
を﹁
彼
﹂
と
呼
ぶ
の
は、
ラ
イ
ン
河
が
男
性
名
詞
だ
か
らである。エーファによって言及されるカールの母親も、ライン河にはまって自殺したのだった。エーファはカールの母親を﹁ライン河の娘﹂と名づける。精神病院に入れられたエリザベートは、愛のない夫婦生活に苦しんでいたときでも、
　﹁ライン河とふたりきりでいて、酔っ払っているときだけが⋮⋮幸福だったわ。何時間でもそうしてすわっ
ていられた﹂と独白する。だが、彼女はそんなに好きなライン河の傍らで死ぬこと 許されない。　
以
上
の
よ
う
に
多
く
の
女
た
ち
が
ラ
イ
ン
河
に
対
す
る
強
い
愛
着
を
口
に
す
る。
こ
の﹁
偶
然
の
一
致
﹂
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る。
一体どうして、彼女たちはライン河にひかれるのだろうか。理由はそれぞれに答えられ であろう。年輩のエーリカの場合には、ライン河 船のうえで繰り広げら
れる船乗り夫婦の暖かい愛情に包まれた日常に心打たれるように、ラ
三四
イン河に本来的な人間のつながりを見ている。だからエーリカはライン河を﹁故郷﹂と呼ぶのである。若いエーファの場合は、
﹁彼﹂と呼ぶライン河に男性的な魅力を見出している。カールの母親は、
エーファによれば﹁ヴァルキュー
レ
の
ひ
と
り
﹂
で
あ
り、
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
楽
劇
　﹁
ラ
イ
ン
の
黄
金
﹂
に
形
象
化
し
た
よ
う
な、
ラ
イ
ン
河
の
持
つ
神
話
的
イ
メ
ー
ジ
に
心ひかれたのである。　
エリザベートの場合は、
﹁ライン河とふたりきりでいる﹂ときは心の安らぎを覚える。ライン河にひとり面すると、
他人の眼に煩わされることなく、自分の本来 姿に立ち返ることができるのである。エリザベートにとって、ライン河はいわば緊急避難所となっている。　
このように女たちのひとりひとりの心にそくして見ると、彼女たちの抱いているライン河のイメージは実に多様で
あるが、現在の生活では満た い夢や願望を彼女たちがライン河に投影していることは共通しているだろう。　
それでは、政界
に棲息している男たちは、ライン河に対してどのようなイメージを持っているのだろうか。男たち
は、常にライン河のかた ら 暮らしてい がら ライン河に対してまったく関心を示さない。いっしょにライン河を見ようと女たちに誘われても、彼らは﹁時間がない﹂と言って拒絶するのだ。　
ライン河に対する男と女 正反対の姿勢、ここには相反するふたつの文化、あるいはふたつの生き方が象徴されて
い
る。
霧
の
降
り
て
い
る
ラ
イ
ン
河
畔
に
佇
み、
エ
ー
フ
ァ
は
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
こ
と
を
考
え
る。
ニ
ュ
ー
ス
番
組
は、
政
治、
経
済、
ス
ポ
ー
ツ、
文
化
と
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
報
道
を
行
う。
だ
が、
﹁
た
だ
ひ
と
つ
だ
け
ニ
ュ
ー
ス
番
組
が
報
道
し
な
い
こ
と
が
あるわ。それは、わたしたちが死すべきものであり、移ろいゆくものであり より高きも へと定められ 、と言
う
こ
と。
﹂
エ
ー
フ
ァ
に
と
っ
て、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
に
見
入
る
政
治
家
の
男
た
ち
こ
そ、
人
間
が
有
限
で
あ
り﹁
死
す
べ
き
も
の
﹂
で
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あることを忘却している戯画に見えてくるのだ。
　
　
ライン河の悠久の流れは、それを眺める人間に自らの存在の有限性を意識させる。ライン河を眺める女たちと、ラ
イン河に関心を示さない男たちとの間 、生き方の差異が生じるのも当然なことだろう。このとき両者の違いを、そのまま宗教性の有無 いうことに言い換えてしまいたい誘惑にかられる。事実、死ぬまで不器用なほどに誠実なカトリ
ッ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
ベ
ル
の
他
の
作
品
に
お
け
る
と
同
様
に、
こ
の
作
品
に
お
い
て
も
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
多
く
言
及
さ
れ
て
い
る。しかし、宗教性やキリスト教と う概念だけでこの作品を理解した、と考えることは危険であるだろう。
﹁教会﹂
という形に完全に制度化されてしまったキリスト教については、おそらく無神論者 作家によるよりもはるかに厳しい言葉によって、この作品中で繰り返し批判がなされているからだ。制度化され 政治家や銀行家の単なる精神的装飾となって キ スト教は
、銀行家所有の高価なピアノと同様に、虚しい響きを立てるほかないのである。
三
　
そ
れ
で
は、
﹃
河
辺
に
佇
む
女
た
ち
﹄
で
は、
法
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か。
こ
の
作
品
に
は
弁
護
士
た
ち
が
多
く
登
場する。ただ、彼らは弁護士ではなく政治家を主な生業 し いる。日本の政界でもそうだが 弁護士から転身した経歴を持つ政治家はドイツでも多い。政治家で弁護士 のは、ブラウクレーマー、グロプシュ ヴブラー、貴族出の老政治家クライル伯爵と数多い。また、クライル伯爵 息子のカールも法律家だ。　
彼らの会話のなかで法律家であることは、どのように考えられているのだろうか。カール 軍事独裁下のブラジ
三六
ルの大使館に赴任したとき、革命家の女性に恋をして彼女にキューバに亡命する資金を公金から出してやり、大使館を
解
雇
さ
れ
る。
お
前
も
キ
ュ
ー
バ
に
行
く
気
が
あ
る
の
か、
と
父
親
の
ク
ラ
イ
ル
伯
爵
に
聞
か
れ
る
と、
カ
ー
ル
は、
﹁
キ
ュ
ー
バ
に
行くつもりはありません。仕事が欲しいんです。法律家と の仕事が﹂と答える。　
ベンツの星のマークを盗み、ソ連の高官に売り払うという違法な商売で生計を立てているカールだが、意外なこと
に法律家としての仕事を探しているというのだ。　
カールは、以前自らが所有するグランドピアノを斧で破壊し、スキャンダルになったことにつ て、自分の所有物
を破壊することは違法行為でもなんでもない、と弁解する。
カール
　　
お
父
さ
ん、
僕
は
法
律
家
で
す
よ。
そ
れ
も
真
面
目
な
法
律
家
で
す
よ、
僕
を
指
導
し
て
く
れ
た
コ
ン
ケ
ス
先
生
は、
僕に大学の教授を目指すよう説得したくらいです。僕は、法を尊重しています。
　
こ
れ
に
対
し
て、
父
親
の
ク
ラ
イ
ル
伯
爵
は、
﹁
た
だ、
リ
オ
で
の
あ
の
時
は、
法
を
あ
ま
り
尊
重
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
な
﹂
と
皮肉る。カールは平然とした態度で答える。
　
カール
　　
ええ、あれは過失だったんです。故意ではなく。使い道の自由な基金の管理を代行していたとき、僕
はあの女の子にキューバへ飛ぶため 金を渡してしまったんです。ええ。罰則の対象になるかどうかは、微妙なところでした。
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処罰の対象になる行為は、基本的に故意による行為である、という刑法上の原則を踏まえたうえでのカールの弁明
である。カールと父親のクライル伯爵のあいだでは、さらに法律論議が続く。大物政治家の汚い過去を証明する書類についてカールが推測を述べると、クライル伯爵は次のように反論する。
クライル伯爵
　　
そんな推測や噂ばかり並べたところで、何も証明できたことにはならんぞ。
カール
　　
ええ、何も証明できたことにはなりません、そんなものには何の証明する力もないのですから。僕は
法律家ですよ、お父さん。証拠というものは、湮滅することだって廃棄することだってできるのです。法律家だったら、そのくらい誰でも知ってますよ。
クライル伯爵
　　
お前は、わしも法律家だってことを忘れておるな。湮滅または破棄され 可能性のある証拠書
類に基づいては、いかなる判決 下しえない だ。
　
法
的
に
重
要
な
の
は
証
拠
で
あ
る、
と
い
う
こ
と
は
法
律
家
に
と
っ
て
の
イ
ロ
ハ
と
も
呼
べ
る
も
の
で
あ
る。
こ
の
点
に
つ
い
て
は、
貴族としての称号を保守政党に利用されている父親のクライル伯爵と、出世コースから逸脱しアウトサイダーとして生きているカールというまったく異なる生き方をして る父子であるが、法律家 しての共通基盤がある。　
その他の弁護士である政治家たちはどうであろうか。エーファ・プリントはカールの妻だったが、数々のスキャン
ダルにまみれたカールのも を去り、正式な離婚はし ないも の、今は労働者階級出身の弁護士で りながら保
三八
守
政
党
の
政
治
家
と
な
っ
て
い
る
グ
ロ
プ
シ
ュ
と
同
棲
し
て
い
る。
美
し
く
知
的
で
あ
る
エ
ー
フ
ァ
に
は、
保
守
政
党
の
実
力
者
ヴ
ブ
ラーも思いを寄せている。　
エーファとヴブラーはライン河畔で密会をする。ふたりの話題は、ナチスによって殺害されたユダヤ人の土地の売
買の問題である。アウシュヴィッツで殺害された共産主義者の祖父を持つグロプシュが、弁護士としてその土地の売買を妨害しようとして ることに対して、ヴブラーは皮肉にコメントする。
ヴブラー
　　
（考え込むように）見上げたものだ。尊敬に値しますよ。
彼なら、彼ならきっとたっぷり金を儲けられますよ。弁護士兼仲介者としてね。それでひと財産築くことだって
できる⋮⋮。
　
保守政党の実力者になっているヴブラ にとって、彼自身も弁護士であるものの、弁護士とは金儲けの手段になっ
て
い
る。
ヴ
ブ
ラ
ー
は
自
分
の
弁
護
士
と
し
て
の
仕
事
に
つ
い
て
も、
　﹁
僕
は
弁
護
士
で
す。
だ
か
ら
依
頼
者
の
利
益
は
代
弁
し
ま
す
が、それだけのことで
す﹂とクールに言い切る。弁護士という職業もあくまでビジネスであり、法や正義の代弁者と
いった肩肘張った姿勢は不要であるというわけだ。　
労働者出身のグロプシュは、自分の経歴が銀行家や保守政治家たちに利用されているという現実を自嘲する。監査
役
を
勤
め
て
い
る
銀
行
の
頭
取
の
娘
が
グ
ロ
プ
シ
ュ
に
会
い
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
会
い
に
く
る、
と
い
う
こ
と
を
披
露
し
て、グロプシュは言う。
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グロプシュ
　　
政治という動物園の中のことだから、まあ仕方がないと奴らが我慢している党員猿を一目見てや
ろうってわけだな。だが、その猿はな、社会学に通じているってだけじゃなくて、弁護士なんぞになっている。
　
本来ならば、労働者階級出身のグロプシュには 上流階級の銀行家たちと親しくなる可能性はない。ところが、グ
ロプシュは労働者階級出身ながら刻苦勉励して弁護士資格を取得し、あまつさえ社会学についても専門家である。労働者階級のなかでは、グロプシュは﹁珍種﹂であり、銀行家たちにとっても利用価値が大きい。これは、労働者の票を奪われている保守政党にとっても当てはまることであり、労働者階級出身のグロプシュは、労働者票にアピールする﹁看板﹂の役目を果たしていることに る。　
もうひとりの弁護士出身の政治家はブラウクレーマーである。彼 ナチ党員だったという経歴を隠 て、政治家と
して出世しようともくろんでいる。自らの経歴 箔
をつけるために、貴族のエリザベートを妻として迎える。エリザ
ベートはしか 、夫の褐色の経歴を知り、愛 ない偽りの夫婦生活に絶望する。妻がすべてを明るみに出してしまうのではないかと心配したブラウクレーマーは エリザベートと離婚し、彼女を高級精神病院 隔離してしまう。　
精神病院のなかでエリザベートは出会った頃の夫につい 語り始める。戦後、エリザベート一家は東ドイツに居住
していた。そこに西ドイツの議員団の団長としてブラウクレーマ がやって来た。夜にな とブラウクレーマーは真剣な表情をして、エリザベート もとを訪 る。ブラウクレーマ は﹁すごく頭が切れるし ストレート 核心に迫ることもできる。それにルックスが良かった。背が高く、黒っぽ 髪で、勢いをつけてさっと書いたような眉をして
四〇
いた。
﹂
　
財
産
処
分
の
問
題
で
困
難
を
抱
え
て
い
た
母
親
は、
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
に
ブ
ラ
ウ
ク
レ
ー
マ
ー
の
結
婚
申
込
み
を
受
け
る
よ
う
に
せ
か
す。結婚申込みを受けたあとはどうなったのか。
エリザベート
　　
そうしたら、後は、年金保障やら財産弁償やらがトントン拍子に進んで、わたしは彼の妻とし
て、ブラウクレーマー家に輿入れしたわ。彼の父親は旅館の経営者で、弁護士も兼ねていた。裕福な人たちよ。豊かさにどっぷり漬かっているっていうんでしょうね。ああいう 。それから来たるべき裁判に向けて、奥の部屋の十字架の飾ってある片隅で対策が練られたの。取り引きが行なわれ、証言の内容が決められ、刑罰を受けた場合のことも協議 れ なんと時には判事までが一緒にその場に居合わせたわ。ちゃんちゃらおかしい話よ。あれこそ百姓喜劇ってものよね。
　
ブラウクレーマーは、弁護士としても政治家としても利に聡く出世コースを歩む。妻としたエリザベートの貴族と
しての称号を利用し尽くし
たあげく、邪魔になった彼女を捨て、若い女性と再婚してしまう。再婚した妻のお披露目
のための華やかなパーティーのさなか、エリザベートがライン河で入水自殺をした報せがくる。　
その華やかなパーティーには、登場人物の主だった者が集まっ いる。そ ひと が若い娘ローレである。貧しい
境
遇
に
育
っ
た
ロ
ー
レ
は、
一
七
歳
で
売
春
す
る
よ
う
に
親
に
命
じ
ら
れ、
政
治
家
プ
ル
カ
ン
ス
キ
ー
の
愛
人
に
な
っ
た。
ロ
ー
レ
と
カールの父親クライル伯爵との対話は、こ 作品のテーマを示していて興味深い。それは、ま ﹁法﹂についてのふ
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たつの対立する見方を表現している対話である。　
ローレはプルカンスキーとの関係について話し始める。
ローレ
　　
プルカンスキーは、わたしの弟が重い刑を食らうところを救ってくれました。銀行強盗未遂で。
あ
の
子
っ
た
ら
絶
対
や
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
ヘ
マ
を
や
ら
か
し
ち
ゃ
っ
た
の
よ。
つ
ま
り
捕
ま
っ
ち
ゃ
う
っ
て
こ
と。
プ
ル
カ
ン
ス
キ
ー
が
あ
の
子
に
弁
護
士
を
世
話
し
て
あ
げ
て。
た
く
さ
ん
お
金
が
か
か
っ
た
わ。
お
か
げ
で
弟
は
う
ま
く
切
り
抜
け
ら
れ
ま
し
た。
おまけに執行猶予つきにまでしてもらえて。
　
ロ
ー
レ
の
言
葉
に
あ
き
れ
て、
弁
護
士
で
政
治
家
の
ク
ラ
イ
ル
伯
爵
は
尋
ね
る。
﹁
そ
れ
じ
ゃ、
捕
ま
り
さ
え
し
な
け
り
ゃ
い
い
っ
て
ことなのかい？
　
ほかに大事なことは、ほかに﹂と。ローレはクライル伯爵の質問の意図を察し、すぐに答える。
ローレ
　　
法
律
と
か
秩
序
は
ど
う
な
ん
だ、
と
お
っ
し
ゃ
り
た
い
ん
で
し
ょ
う？
　
い
い
え、
そ
ん
な
こ
と
は
重
要
じ
ゃ
な
い
わ。重要なのは、他の人間たちが持っているものを、自分も一度モノにしてみる
ってことよ。それを手に入れるに
は、捕まったらおしまいって危険を冒さなきゃならないわけ。
（中略）
新聞なんかで、重い心臓病で床に伏しているとか言っておきながら、次の日にはテカテカに日焼けしてぴんぴん
した顔つきで法廷に現われる なん のを読んじゃうとね。虫も殺せませんてなニコニコ顔で。
（中略）
そんな世の中でわたしが、よりによってわた が法律を守り、秩序を尊重すべきだなんておっしゃるの？
四二
　
直
観
的
で
あ
る
だ
け
に
ロ
ー
レ
の
批
判
は
鋭
い。
﹁
法
と
秩
序
﹂
は、
富
裕
な
体
制
支
配
者
た
ち
に
都
合
よ
く
で
き
て
い
て、
貧
し
い
自分たちには無縁の空文句であるというのだ。その後で、ローレは自らの考えをまとめるように言い切る。
ローレ
　　
法と秩序ですって？（笑う）大切なのはこれだけよ。誠実と愛、信仰なんかではないわ。
　
ロ
ー
レ
の
言
葉
は
短
い
が
的
確
で
あ
る。
ま
た、
﹁
法
と
秩
序
﹂
の
代
弁
者
で
あ
る
弁
護
士
に
し
て
政
治
家
の
ク
ラ
イ
ル
伯
爵
の
言
葉
よりも説得力がある。その理由は、おそらくローレのこの言葉は作者ベルの思想を代弁しているからであろう。ここには体制の唱導する﹁法と秩序﹂に対するベルの根源的な不信感が見られる。
四
　
それではベルの﹁法と秩序﹂に対する態度は、どのような自身の体験によって裏打ちされているのだろうか。ベル
が﹁法と秩序﹂に根本的な疑問を抱くようになった契機は、敗戦後 体験であった。廃墟になった故郷ケルンで、ベル一家は生き延びるための闘
いをしなければならなかった。ベルはその当時の状況を次 ように回想している。
　
私たちはいつものように闇市に出かけた。いつものように配給難を経験していた。配給難は四七年にはことさらひ
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どかった。そして、いつものように盗みを働いていた。私も盗みを働いた。それは、凍死しないため餓死しないため戦地で学んだことだ。こういったことのすべては、とても重要な経験だった。なぜなら 四五年から四八年までのこの時代には所有権につい の市民法がかなり無視されていたからだ。それも、市民たち自身によっても。　
戦後の日本もそうだったが、戦後ドイツも法律を遵守していては餓死せざるをえない状況だった。所有権について
の民法などの規定も棚上げされた。　
誰もが所有していたのは裸の身体、その他で手にしているのは、石炭、薪、本、建築資材である。誰もが他人に対
して泥棒の疑いをかけても当然に思われた。破壊された大都市で凍死しないためには、自分のための薪や石炭を盗まなければならなかった。餓死しないためには、法律に反する何等か 方法で食料 自らで あるいは人を介して調達しなければならなかった。　
生き延びるためには、
﹁法
と秩序﹂といったお題目を唱えるだけでは役に立たない。
﹁法と秩序﹂は充分に食べるも
ののある人間にのみ許された特権である ベルにとって、廃墟のなかでのこ ような体験は、一生 通じ 忘れ ことのできない原体験と った。　
こ
の
原
体
験
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
が、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
の
い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ
赤
軍﹁
バ
ー
ダ
ー・
マ
イ
ン
ホ
フ・
グ
ル
ー
プ
﹂
の
テ
ロ
と
マ
ス
コ
ミ
の
反
応
に
つ
い
て、
ベ
ル
が
発
言
を
し
た
内
容
で
あ
る。
﹁
バ
ー
ダ
ー・
マ
イ
ン
ホ
フ・
グ
ル
ー
プ
﹂
に
四四
よる要人の誘拐・殺害などに対して、保守的シュプリンガー・コンツェルンの﹁ビルト﹂紙などでは大衆扇動的な記事
が
続
い
た。
こ
れ
ら
の
扇
動
記
事
に
ベ
ル
は、
﹁
元
ナ
チ
の
高
官
は
罪
が
許
さ
れ
て
い
る
の
に、
ウ
ル
リ
ー
ケ・
マ
イ
ン
ホ
フ
は
な
ぜ
公正な裁判を受けられない危険にさらされ いるのか﹂と﹁言論によるリ チ﹂を批判した。　
保守的マスコミはベルを格好の攻撃対象とし、
﹁ベルのような連中はテロリストの支援者の支援者だ﹂とか、
﹁ベル
のような連中の方がバーダー・マインホフ・グループより危険だ﹂とまで決めつけた。マスコミの攻撃に対して、ベルが﹃カタリーナ・ブルームの失われた名誉﹄を書いて反撃したことは有名 ある。しかし、この小説の出版を契機にベ 攻撃は一層エスカレートした。ある保守政治家は、
﹁ベルはテロリストの祖父だ﹂と名指しした。有名なのは、
後に大統領になる当時のカール・カ ルステンＣＤＵ・ＣＳＵ幹事長の発言である。カールステ
は一九七四年一二
月に三千人の政治集会で、次のように訴え　﹁
私
は
全
国
民
に
テ
ロ
活
動
か
ら
距
離
を
取
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す。
と
り
わ
け、
作
家
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ・
ベ
ル
か
ら
も
距
離
を
取
る
ことを要求します。 は数 月前に タリ ナ・ブルームという偽名で暴力を正当化する本を執筆したものです。
﹂
　
事実誤認も極まれり、といったカールステンの発言だが、ベルはこのような保守政治家の唱える﹁法と秩序﹂に対
して心からの憤りを覚えていたであろう。カ ルステンたち 主張する﹁法と秩序﹂の空虚さ、偽善性 暴露す 闘い
は、
死
ぬ
ま
で
ベ
ル
を
つ
き
動
か
し
て
い
た
衝
動
だ
っ
た。
し
か
し、
そ
れ
は
彼
の
な
か
に﹁
法
と
秩
序
﹂
と
い
う
問
題
意
識
が
な
かったことを意味するのではない。むしろベルのなか は、当時の西ドイツを支配していた政治家・法律家・聖職者の三位一体による﹁法と秩序﹂とは異なる本当 人間的 ﹁法と秩序﹂へ 希求があった。逆説的ではあ が、このような意味でベ
ルの文学も﹁法﹂との関わりを色濃く反映したものであったと言えるであろう。
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